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今後に向けての課題

• ダーバン合意
• JCM
• 日本の新戦略
• COP19でのREDDプラス関連の合意
• REDD+の見通し
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COP17（2011）ダーバン合意
• 将来の枠組みに関し、全ての国が参加する法的文書を作
成する新しいプロセスである「ダーバン・プラット
フォーム作業部会」を立ち上げ、遅くとも2015年中に作
業を終了、2020年から発効・実施に移すことに合意

• 京都議定書の第二約束期間の設定に向けた合意を採択、• 京都議定書の第二約束期間の設定に向けた合意を採択、
日本は第二約束期間に参加しないことが明記された（日
本、カナダ、ロシアの数値目標は空欄）
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二国間クレジット制度
（JCM: Joint Crediting Mechanism）

• COP17において、日本政府は京都議定書の外で排出削減活動を進めることを表明
• 新たな排出削減目標と新戦略を2013年11月に発表
• 2020年において2005年比3.8%削減（うち国内森林吸収量により2.8%）
• ACE: Actions for Cool Earth（美しい星への行動）攻めの地球温暖化外交戦略
• 排出削減を進めるため二国間クレジット制度（JCM）を開始
• JCMは、途上国への技術供与により排出削減を行うもの
• CDMに似ているが、管理を二国間が作る共同委員会（Joint Committee）が行う
• 2013年11月現在、モンゴル、バングラデシュ、エチオピア、ケニヤ、モルジブ、ベトナ
ム、ラオス、インドネシアが合意

• ここにREDD+を位置付ける必要
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新たな排出削減目標（2013.11.15）
• 新目標

– 2020年までの温暖化ガス排出量を05
年比で3.8％削減する

– うち、約2.8％分は森林による吸収
• 内容

– 原子力発電所を再稼働しないことを前
提。1990年比では３％増

– 今後、原子力を含むエネルギー政策の– 今後、原子力を含むエネルギー政策の
決定後、削減目標の修正を検討

– 原発３基を稼働すれば、１％ほど削減
。2020年時点で原発30基あまりの稼
働を仮定すれば、削減幅は10％程度
拡大する計算

• 反応

– 鳩山25%削減目標から大幅に目標を
下げ、世界からは極めて大きな批判

– 今後の日本の発言力に影響も
– 国内産業界からは歓迎

• 分析
– 無茶な鳩山25%と比較すれば、どん
な削減目標も批判される

– 一旦ここで現実的な数値を見せてお
き、来年９月の気候サミットで安倍首
相が野心的な目標を示すのではな
いか
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COP19でのREDDプラス関連の合意（概要）
• 国家森林モニタリングシステムのモダリティー

– 先進国からの資金および技術の支援が必要
– NFMSは透明で期間を通して一貫性を持ち、MRVのために適切データや情報
を提供しなければならない

• 森林減少・劣化の原因への対応

– 原因は様々であり、その追及が対策に必要
• MRVのモダリティー

– 排出削減／吸収量推定で使われるデータや情報は、参照レベルとともに、透
明で期間を通して一貫性を持つものでなければならない

– UNFCCCからの専門家チームが技術的分析（technical analysis）を行う
– Annexにガイドラインを提示

• 参照排出レベル／参照レベルの提出のガイドラインと手続き

– 技術的評価（technical assessment）を受ける
– Annexにガイドラインと手続きを提示

• セーフガード

– 途上国は、実施期間を通したセーフガードの対処に係る情報の要約を準備しなければ
ならない
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REDD+の見通し（私見も含めて）
• 世界的な見通し

– COP19でREDD+が進み、条約でのREDD+の推進に一歩近づいた
– 条約での議論とは並行し、自主的な取り組みがさらに加速
– 現状では、自主的REDD+と条約REDD+の関係はあいまい
– 自主的な取り組みが、条約のルールに反映されることを考えると、日
本も戦略的に進める必要 → JCM

• 日本の見通し
– JCMを進めており、そこにREDD+を位置付ける必要– JCMを進めており、そこにREDD+を位置付ける必要
– ただし、JCMの財源となる環境税はエネルギー特会に限定され、今の
ところREDD+には利用できない

– JCMでREDD+が取り上げられることを想定して、制度・ガイドライン・方
法論を開発・提案する必要 → 「REDD+ガイドライン」

– JICA、民間を巻き込んだオールジャパンで取り組む必要
– その成果を踏まえて次期枠組みでのREDD+のルール化に貢献
– 安倍首相が挑戦的な新目標を提示すれば、それを達成するオプショ
ンにREDD+が取り上げられる可能性が広がる

– 並行して、自主的であっても民間企業の取り込みを進める必要
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一緒に頑張りましょう。一緒に頑張りましょう。
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